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報道資料（プレスリリース）  

 

 

 

株式会社清原 

 

 国内トップクラスのシェアを誇る「ふくさ」メーカーの株式会社清原（滋賀県守山市 代表取締役 清原

大晶）が企画・製造・販売している商品「長浜ちりめん ジュエリーふくさ」が、この度５月１９日に開催

された「G7 広島サミット」にて G7 首脳らが平和記念資料館で決意を示した机上に置かれた金属製の平和の

象徴である「禎子の折り鶴」（SADAKO）を包む贈呈用のパッケージとして採用され、各国首脳陣及び関係者に

贈られました。この件に関して「禎子の折り鶴」のプロジェクト経緯も踏まえ下記にてご説明させていただ

きますので、ご取材のご検討いただきますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

【平和の象徴「禎子の折り鶴」とは】 

 広島に原爆が投下された 1945 年。当時２歳の佐々木禎子さんは被爆し、10 年後の 12 歳の時に白血病を発

症され亡くなりました。禎子さんが闘病生活中に 1,000 羽以上の「病気の回復の願い」を込めて折った鶴が

『禎子の折り鶴』と呼ばれ、現在では、「平和への想い」「世界平和と幸福の祈願」のシンボルとしての意味

を持っています。禎子の折り鶴は、世界中から多くの寄贈依頼があります。しかし、数に限りがあるため、

全ての要望に応えたくても応えることができず、紙の色の退色や劣化が進行するため、その保存は大変困難

です。そこで、広島県から平和を発信したいという想いのもと、広島県福山市の精密鋳造メーカーである

「株式会社キャステム（代表取締役：戸田拓夫）」様が 3D スキャン・3D プリントといった最新のデジタル技

術と精密鋳造技術を掛け合わせたことで、金属製の永遠の折り鶴として世界中の人の手に届けることが可能

となりました。それは「SADAKO」と命名され、現在日本国内及び海外に向け、世界中の人々へ届けられてい

ます。 

【G7 サミット関係者の記念品に採用】 

 この度この「SADAKO」が、G7 首脳らが平和記念資料館で決意を示した場所の机上に置かれ、説明書きと共

に、各国の首脳をはじめサミット関係者に贈られました。そしてその「SADAKO」を大切に包むアイテムとし

て、弊社の長浜ちりめんの「ジュエリーふくさ」が採用され、みなさまのお手元に届けられました。 

【長浜ちりめん・ジュエリーふくさについて】 

滋賀県の伝統織物である「長浜ちりめん」は、滋賀県の琵琶湖北端である長浜で３００年以上にわたって

つくられている最高級絹織物で、豊かな琵琶湖の軟水の恵みから生まれた「生地の光沢」と「なめらかさ」

が特徴です。その長浜ちりめんで作られたジュエリーふくさは、㈱清原のオリジナルブランド「和奏（わか

な）」のロングセラー商品のひとつです。 

【弊社の想い】 

 弊社は１９７８年に設立（１９６８年創業）、ふくさを中心とした布物の和装小物を中心に企画製造販売を

しております。ここ数年はその縫製技術を活かし新商品開発に注力し、且つ異業種と連携しながら「ものづ

くり」や商品企画を進めております。私たちは微力ではありますが、弊社のコンセプト「おもいやりをふく

滋賀の素材・長浜ちりめん「ジュエリーふくさ」、世界各国のリーダーのもとへ。 
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さめる」という言葉の通り、今回先人が残された家族への「おもいやりの心」を形にした折り鶴を包むパッ

ケージに採用いただいたことより、さらにこれからも日本古来の風習である「つつむ」という美しい精神美、

日本の文化を世界へ繋いでいくお手伝いができればと考えております。今回の件をきっかけに今後も

「SADAKO」は世界に向けて発信される予定であり、この「ジュエリーふくさ」は「SADAKO」を大切に包むパ

ッケージとして継続して採用されます。また「SADAKO」を平和の学習教材として使用したいという問い合わ

せもあり、「ジュエリーふくさ」はオリジナルデザインの対応もしてまいります。 

【画像】 

「ジュエリーふくさ」と「禎子の折り鶴（SADAKO）」 

  

  

【ご参考】 

・株式会社キャステム様 

https://www.castem.co.jp/ 

・禎子の折り鶴を世界中の⼈に届けるプロジェクト 

https://www.history-maker.jp/special/detail?id=647 

＜この件に関するお問合せ先＞ 

株式会社 清原 代表取締役 清原 大晶  

電話：077-582-2388 携帯：090-9313-7025 FAX：077-583-6480 

住所 〒524-0044 滋賀県守山市古高町 477-15 

Ｅ―Ｍａｉｌ： h-kiyohara@themis.ocn.ne.jp HP アドレス  http://kiyohara-net.co.jp/ 
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